３年生　月別指導資料一覧表
	月
	改訂内容項目(主題)
	資料名
	資料のあらすじ
	関連項目

	4
	A-(2) 節度，節制
（節度と調和）
	1.やればできる
	中学生になって勉強の成果があがらずに悩む「私」。先生は，やればできると励ましてくれるが，不安は増す。そんな時，部活の先輩から授業中や家庭での勉強態度を尋ねられた。
	進路指導

	4
	D-(21) 感動，畏敬の念
（美しいものへの感動）
	2.薄墨の桜
	樹齢千二百年の桜の老樹に，もう一度万朶の花を咲かせたいという筆者の渇望と働きかけにより，多くの人々の努力や真心が結集し，老桜はりっぱに蘇生する。
	自然
総合

	4
	A-(5) 真理の探究，創造
（よりよい生き方の実現）
	3.手紙〜拝啓 十五の君へ〜
	アンジェラ・アキさんの「手紙」という曲は，十代の頃に書いた，大人になった自分宛の手紙をもとに作られた。歌詞を読んで，今の目標や将来への希望について考える文章。
	総合
音楽

	5
	A-(1) 自主，自律，自由と責任（自立へ向けて）
	4.自立へのステップ
	何事も中途半端な自分と目標に向かって突き進む同級生を比較して，うらやましさと焦りに苛まれる筆者。いくら現実から逃れようとしても，時間は刻々と過ぎていく。
	進路指導
学活

	5
	A-(3) 向上心，個性の伸長
（よさの発見）
	5.吾平と久作
	吾平と久作は一人前の漁師を志すが，腕のよい久作に比べ，吾平はへまばかりして網の繕い役に回される。しかし，吾平の網を繕う腕の確かさが認められる日がやってくる。
	キャリア教育

	5
	C-(15) よりよい学校生活，集団生活の充実
（役割と責任）
	6.ナイスパス
	バスケットボール部の門田は，レギュラーになれなくても誰よりも熱心に練習をしていた。最後の試合で，ずっと練習していたシュートを打つチャンスが巡ってくるが，彼は自分の仕事を全うし，パスを出した。
	部活動（バスケットボール）
学活

	6
	B-(9) 相互理解，寛容
（他から謙虚に学ぶ）
	7.短い鉛筆
	ごみ箱に捨てられた短い鉛筆を拾い，黙って使っていたことをめぐって，他人の物を黙って使うのはよくないという意見と，物を粗末に扱ってはいけないという意見が闘わされる。
	学活

	6
	D-(19) 生命の尊さ
（生きることへの喜び）
	8.いのちある日を精いっぱいに
	妻が胃がんで，あと二か月の命だと医者から告げられた天野さんは，懸命の看病を続けるが，妻は，糖尿病の夫のための食事のメニューと感謝の言葉を書き残して帰らぬ人となる。
	生命

	6
	C-(11) 公正，公平，社会正義（差別や偏見のない社会の実現）
	9.梅雨に入った日
	就職先が決まり喜んでいた障がいのある兄だったが，怪我をしたときに責任を取れないという理由で，突然採用を取り消される。筆者は，兄を思い，強くなろうと決意する。
	障がい理解

	6
	C-(16) 郷土の伝統と文化の尊重,郷土を愛する態度
（郷土の誇り）
	10.手取清水遺跡の発掘現場を訪ねて
	「私」たちは先生の呼びかけで，発掘調査の行われている，近くの続縄文遺跡「手取清水遺跡」の見学に行き，現場の人の説明も受けて，長い歴史をもつ郷土に喜びと誇りを感じる。
	総合
歴史

	7
	A-(2) 節度，節制
（健康の増進）
	11.一度しかない人生，一つしかない体
	自分を大事にし，生きがいを見いだすためには，良い習慣が欠かせない。それを身につけるためには，新しい生活のリズムに一歩踏み出すことが必要である。
	健康

	7
	B-(6) 思いやり，感謝
（感謝の心の表出）
	12.一枚のはがき
	学生時代に，叔父の家で大変世話になったにもかかわらず，礼状も出さずにいたところ，叔父から父にはがきが届き，その内容に汗顔赤面した。自分の子供へのしつけに生かしている。
	感謝

	9
	C-(16) 郷土の伝統と文化の尊重,郷土を愛する態度
（国を愛する心）
	13.国境を越えて―フレデリック・ショパン
	音楽活動のために祖国を離れても祖国への思いは消えなかったショパン。代表曲「革命のエチュード」「英雄ポロネーズ」は祖国のために作ったものだ。彼にとって音楽は，詩であり祈りであり戦いだったのだ。
	歴史
音楽

	9
	C-(13) 勤労
（勤労の尊さ）
	14.一房のぶどう
	夏休みに，おじ夫婦が営むぶどう園を訪ね，収穫・出荷の作業の手伝いをした「私」は，自分の体験とおじ夫婦の懸命に働く姿を通して，働くことの厳しさと喜びを理解する。
	キャリア教育

	9
	A-(3) 向上心，個性の伸長
（個性の伸長）
	15.夏の終わりに

【討】
	大学卒業後もバンドを続けるためにフリーターだった光司。ささやかではあるがファンもいるが，兄に就職先を紹介される。光司は，自分の希望を抜きに進んでいく話に終始上の空だった。
	進路指導

	9
	D-(20) 自然愛護
（自然愛護）
	16.南洋のキラ【討】
	過疎に悩む南洋のカラウ島にも，リゾート開発の波が押し寄せてきた。島の繁栄を幼いころから夢見てきた村長のキラは，開発を進めるべきか，美しい島の自然を守るべきかで悩む。
	環境問題

	10
	C-(17) 我が国の伝統と文化の尊重,国を愛する態度
（優れた伝統の継承）
	17.私をとりこにした日本庭園の美
	外国人の目による日本の伝統美についての意見。現代の日本の都市の俗悪さを批判する一方，寺院の日本庭園の美しさ，造園技術のすばらしさに対する感動が述べられている。
	伝統・文化
歴史


	月
	内容項目(主題)
	資料名
	資料のあらすじ
	関連項目

	10
	C-(15) よりよい学校生活，集団生活の充実（学校の一員としての自覚）
	18.純の誇り
	純は用務主事の川崎さんから用務の仕事の話を聞いて感銘を受け，手伝うようになった。そして，自分も学校の一員であるという自覚ができ，誇りを感じるようになった。
	ものづくり

	10
	C-(15) よりよい学校生活，集団生活の充実（集団の一員としての自覚）
	19.Ｖ２
	クラスの合唱コンクールと，志望高校のサッカー部のセレクションの日程が重なり，どちらを優先すべきか悩む裕志。セレクションを選んだ裕志だったが，結果は失敗に終わる。
	行事（合唱コンクール）
部活動

	10
	B-(8) 友情，信頼
（認め合う友情）
	20.白球の軌跡【討】
	河野選手は，全盛期のような成績を残せなくなってもなお絶大な人気を誇る。オーナーは，ファンを裏切らないために河野を使えと言うが，河野自身は，自分がブレーキになるなら遠慮なく切れ，と監督に言う。
	友情

	11
	B-(8) 友情，信頼
（信頼と敬愛）
	21.「好き」と「愛する」と
	「好き」と「愛する」とはどう違うのか，本当の愛とはどんなものか，などについて，性教育について多くの著書を著している著者が，わかりやすく解説した文章。
	学活

	11
	D-(19) 生命の尊さ
（生命の重さ，厳粛さ）
	22.弟の死
	小学生のとき，著者は弟を心臓マヒで失う。苦しみながら息を引き取った弟の姿，人前では気丈だった母が物陰で号泣する姿に接して，著者は生命の重さ・厳粛さを知らされる。
	生命

	11
	B-(7) 礼儀
（適切な言動）
	23.日本の心とも言えるもの
	混雑した電車の中で，新聞を広げて読んでいた中年の男性と，足を踏んでも誤りもしない中年の女性の態度を通して，相手を思いやる気持ちや言葉の大切なことを説いた文章。
	マナー・モラル
学活

	11
	C-(12) 社会参画，公共の精神（公共の福祉のために尽くす）
	24.私と移動入浴車
	幸せな日々を送る主婦の「私」は，あるきっかけで第二の人生の仕事として移動入浴車の仕事を始める。楽しみに自分を待ってくれているお年寄りに接し，生きがいを感じる「私」。
	キャリア教育

	12
	C-(17) 我が国の伝統と文化の尊重,国を愛する態度
（伝統や文化に生きる）
	25.たたら（幻の玉鋼）
	たたら製鉄は日本独自の製鉄法だ。これでできる玉鋼は非常に優れた鉄だが，手間がかかる製法なので一時は行われなくなった。木原さんはそれを復活させ，技術だけでなく心構えを後世に伝えようとしている。
	伝統・文化
歴史

	12
	D-(22) よりよく生きる喜び（弱さ醜さの克服）
	26.小さな出来事
	「わたし」の乗った人力車が老婆をはねる。「わたし」は大したことはない，早く行ってくれと車夫を促すが，彼は老婆を抱えて交番に向かう。「わたし」の目には車夫の姿が大きく写る。
	国語
学活

	12
	C-(14) 家族愛，家族生活の充実
（祖父母への感謝の念）
	27.最期まで輝いて……
	食事も排泄も自力ではできなくなった曾祖父母の介護を通して，筆者は，厳しい時代を精一杯生きてくれたおかげで今の自分たちの幸せがあることを忘れずにいようと思う。
	家族

	1
	B-(6) 思いやり，感謝
（人間愛）
	28.勇者は沈みぬ
	ワシントンのポトマック川に飛行機が墜落したとき，救助のロープを近くの女性に二度までも譲って，自らは水中に没した男性がいた。新聞は「勇者は沈みぬ」とその行為を讃えた。
	人命救助

	1
	C-(10) 遵法精神，公徳心
（社会秩序の維持）
	29.フーリガン【討】
	ワールドカップの決勝トーナメントに進出したトラウザ国チームの主将ルドルフは，同国のフーリガンが暴行をはたらいたことで，出場を辞退するかどうかの決定を任され，悩む。
	スポーツ

	1
	A-(5) 真理の探究，創造
（自己の人生を切り開く）
	30.冒険にかけた男
	冒険野郎と呼ばれた植村直巳。小さいころからのコンプレックスを行動の支えとして，数々の冒険に成功したが，二度目に登ったマッキンリーからついに再び帰らなかった。
	活躍した人物

	2
	A-(4) 希望と勇気，克己と強い意志
（希望と勇気，実行）
	31.心眼で石字を刻む
	突風吹きすさぶ信州の山中で，厄除観音に交通事故絶滅の悲願を刻み続ける石工職人の三ツ山さん。薄れゆく視力にもめげず，妻の励ましにも支えられ，ついに仕事を完成する。
	キャリア教育

	2
	C-(10) 遵法精神，公徳心
（公徳心をもって）
	32.稲村さんの苦悩
	使用状況が悪いと清掃をボイコットする清掃員と，施設の清掃は市民に対する当然のサービスだと主張する使用者の間で，市営の施設センターの所長である稲村さんは思い悩む。
	学活
マナー・モラル

	2
	C-(18) 国際理解，国際貢献（人類の幸福への貢献）
	33.でも，この人は生きている
	「すべてを捧げてスラムの貧しい人のなかのもっとも貧しい人のためにつかえる」と誓願したマザー・テレサが，“死を待つ人の家”を作って奉仕活動に献身する経緯を描いた文章。
	偉人

	3
	C-(17) 我が国の伝統と文化の尊重,国を愛する態度
（国民としての自覚）
	34.独立のこころ
	「学問のすすめ」など，福沢諭吉の著書からの引用を交えながら，独立している国はどうあるべきか，独立心をもった人とはどんな人かなど，真の独立について論じた文章。
	偉人

	3
	C-(11) 公正，公平，社会正義（差別解消の主体者として）
	35.峠
	被差別部落出身の幸司との結婚を望む恵子。反対する両親との根気強い話し合いを続けた二人は，両親の理解と祝福を得て，やっと出来上がった結婚招待状を感慨深く眺める。
	人権
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